
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

小林市立小林小学校  校長通信 

令和５年６月 ６日  第３９号 （文責 校長 吉井秀一） 

℡:（0984）23-3510  E-mail:1401eb@miyazaki-c.ed.jp 

 
 □

賞
賛
と
承
認
」
は
、
私
た
ち

職
員
が
子
供
と
向
き
合
う
と
き

心
が
け
て
い
る
姿
勢
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
自
尊
感
情
を
高
め
、
自

己
の
有
用
感
を
感
じ
て
、
よ
り
よ

い
行
動
へ
の
意
欲
や
態
度
を
身

に
付
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
本
校

の
目
標
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
子
ど

も
た
ち
の
間
で
も
成
り
立
ち
ま

す
。
そ
こ
で
、
学
級
や
学
校
で
も

お
互
い
の
良
さ
を
見
付
け
、
認
め

合
う
活
動
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
６
月
か
ら
は
、
全
校
で

「
ハ
ッ
ピ
ー
・
カ
ー
ド
」
の
取
組

を
始
め
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
同
士

で
見
つ
け
た
「
友
だ
ち
の
良
い
行

い
」
や
「
友
だ
ち
の
が
ん
ば
り
」

を
カ
ー
ド
に
書
い
て
投
函
し
ま

す
。
投
函
さ
れ
た
も
の
は
、
お
昼

の
放
送
な
ど
で
紹
介
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
気

付
い
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
の

よ
さ
が
報
告
さ
れ
る
の
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 
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不審者情報多発           全国各地でこれまでになかったような事件が続いて、世の中がどうもざわつ

いています。市内での不審者情報も続いています。下校中での遊び、寄り道、断わりなく友だちの家

に行くことなどないように。お休みの時も子どもの行き先や行動について把握しておきましょう。 

くすの木 



 すでに、新聞等で報道されましたが、改めてご紹介します。 

 

 

令和３０年度に続いて２回目。小林市に 7つの工場をもつ 

(株)ミヤザキ 様から西諸県地区の小・中学校に寄付があり、 

 贈呈式に出席してきました。 

 

 社長の 山之上 氏は小林市出身で、埼玉の小さな工場から始めて、 

 半導体を製造する機械で使われる部品加工の技術で、 

現在、年商３０億円以上という国内トップクラスの企業に育て上げた方です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      前列で感謝状をもつ中央の方が 山之上 道廣 社長です。 

 

  「学校の要望を聞いて、子どもたちのために使ってほしい。」との社長の意向で、 

  各学校では割り当てられた予算範囲内で購入計画を立てました。 

 

  本校では、教室のプロジェクターに変えて、すべての教室で大型モニターを導入。 

  そのほか、子どもたちに直接使ってもらおうと、 「一輪車」の購入などを計画しています。 

 

子どもたちには、小林に全国トップレベル、そして世界で競争している素晴らしい企業 

があることを伝え、感謝の心はもちろん、 

こんな人になりたい、こんな会社で働きたいという夢ももってほしいと思います。 

 

   

 「みんなで考え みんなでつくる みんなの小林小学校！」 


